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論　文　審　査　の　結　果　の　要　旨
シスタチンはシステインプロテアーゼ阻害作用をもつ分子量約13，000　のタンパク質で哺乳動
物、植物にも含まれており、ウィルスの増殖を抑制する機能を有する。セトシスタチンは遺伝性
の変異あるいは弧発性によりアミロイドを形成して脳出血を引き起こす原因となる。この変異シ
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スタチンのアミロイド形成機構は明らかではない。ヒトシスタチンのホモログであるニワトリシ
スタテンは酵母発現系で多量に分泌するため、アミロイド形成を調べるのに都合のよい試料であ
る。こうした背景のもとに本研究ではニワトリシスタチンのアミロイド型変異体Ⅰ66Ｑを作成し、
酵母で発現させその性質を調べた。
アミロイド型ニワトリシスタチンⅠ66Ｑは酵母Ｐ．ｐａ5とｏｒノβで多量発現分泌した。野生型のシス
タテンは大部分がモノマーで存在するが、変異体Ⅰ66Ｑはモノマーとダイマーが培養液に観察され
たが、多量のポリマー、凝集体が不溶性画分で観察された。これは66位のイソロシンが分子内疎
水性パッキングに重要な残基であり、親水性のグルタミンに置換すると疎水性コアが不安定にな
り、βストランドが分子表面に露出し、このβ構造を介してダイマーが形成され、さらにドメイ
ンスワッピングにより多量体が形成され、アミロイド形成をしやすくなると考ネられる。Ⅰ66Ｑの
ＣＤスペクトラムは野生型と同じであり、モノマーはパパイン阻害作用を示したが、ダイマーは
示さなかった。Ⅰ66Ｑは生理的な条件下あるいは酸性条件下でアミロイドに典型的なコンゴレッド
やチオフラビンＴと結合し、アミロイド線経を形成した。アミロイド線経形成は走査型竜顔で確
認した。
さらに、このシスタチンのアミロイド線経形成を阻害するための研究を行った。アミロイド型
シスタチンのアミロイド形成はシスタチンの疎水コアから分子表面に遊離したβシートを介した
水素結合によるドメインスワッピング機構が提唱されている。このドメインスワッピングを阻害
す・卑ためにシスタチンの5番目のβストランドにＮ型糖鎖を付加する変異体（ＩｌＯ8Ｔ）を作成し、
アミロイド形成に及ぼす影響を調べた。その結果、アミロイド型糖鎖付加変異体（Ⅰ66Ｑ／ＩｌＯ8Ｔ）
は酵母で発現分泌し、不溶性凝集体の量は著しく減少した。ＣＤスペクトラムからアミロイド型
変異体（Ⅰ66Ｑ）に比べ、ヘリックス含量が保存されていることが示された。また、パパイン阻害活
性は保たれており、ダイマー形成が生じないことが示された。これらの結果から、5番目のβス
トランドへのＮ型糖鎖付加により、アミロイド形成は阻害されることが示され、シスタテンのア
ミロイド形成がドメインスワッピングモデルに適合することが予測された。また、テミロイド型
タンパク質に糖鎖を導入することによる線経形成を防止できることが示された。
最後に、シスタチンをモデルタンパク質として、酵母∫．ｃｅｒｅγＪ5ノ∂ｅ小胞体におけるタンパク
質の品質管理に関する研究を行った。糖タンパク質の品質管理は小胞体膜結合型カルネキシンに
よって行われることは明らかにされているが、シスタチンのように糖タンパク質でないタンパク
質の品質管理については明らかでない。本研究では、シスタチンやリゾチームなどのＳＳ結合を
多く含むが糖タンパク質でないタンパク質の品質管理は小胞体膜結合型ＰＤＩホモログであるＥｐｓｌ
により行われるという仮説をたて、これを証明しようとした。
野生型シスタチンおよびリゾチームの変異体（Ｃ94Ａ）をＥｐｓｌ欠損酵母と野生型酵母で発現分泌
させ、その分泌量および性質を調べた。野生型のリゾチームはＥｐｓｌ欠損酵母と野生型酵母で同
様の分泌を示したが、シスタチン、リゾチーム変異体（Ｃ94Ａ）は野生型酵母では分泌が著しく抑制
されるが、Ｅｐｓｌ欠損酵母では分泌量が数倍増加し、シスタチンおよびリゾチームの活性が著し
く低下したものが分泌していることが示された。この結果はＥｐｓｌが不安定なＳＨ含有タンパク
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質の品質管理に関与しており、Ｅｐｓｌ欠損により、不安定変異体の分解ができなくなり、小胞体
内に変性タンパク質が蓄積し、ＵｎｆｏｌｄＰｒｏｔｅｉｎＲｅｓｐｏｎｓｅ（ＵＰＲ）により、変性タンパク質が分泌さ
れることを示す。
これらの結果は異常タンパク質の分泌による遺伝性の分子病（アミロイドシス）に加えて、弧
発性分子病は小胞体膜結合型シャペロンの機能低下により生じることが示唆される。
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